
自治体における
こどもの意見表明・反映の

推進のための研修

令和６年１月

こども家庭庁長官官房（総合政策担当）付 こども意見係



研修のゴール

本日の流れ

本日の研修について

◆ こどもの意見を聴き、政策に反映するということの意義を理解する

◆ 各自治体でこどもの意見反映のための取組を実施するためのステップやポイントを理解する

1. 講義（60分）

➢ こども家庭庁・こども基本法・こども大綱について

➢ こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映するとは・・・？

➢ 加藤鮎子大臣書簡・こども家庭庁長官通知の発出

➢ こども・若者の意見を聴くということ

➢ こども・若者の意見の反映

➢ 取組のステップとポイント

➢ 国の取組事例

➢ こども若者★いけんぷらす

➢ 自治体の取組事例

➢ こども計画やこども条例に活かす

➢ こどもが過ごす場所の運営に活かす

➢ こども家庭庁による自治体の取組支援

2. グループで話し合おう（30分）

3. グループで話し合った内容の共有＋コメント（30分）
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こども家庭庁・こども基本法・こども大綱
について



こども家庭庁とは

こども家庭庁とは
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こども家庭庁のスローガンは「こどもまんなか」。わたしたちはみなさん一人ひとりの意見を聴いてその声をまんなか

に置きアクションしていきます。
そしてみなさんにとって最もよいことは何かを考えて、政策に反映していきます。
みなさんや子育てしている人たちの困っていることに向き合い、いざというときに守るための仕組みをつくっていき
ます。
こども・若者がぶつかるさまざまな課題を解決し、大人が中心になって作ってきた社会を「こどもまんなか」社会へと作
り変えていくための司令塔、それがこども家庭庁です。

（こども家庭庁HP、大臣メッセージより）

こども家庭庁の役割

（１）こども政策の司令塔としての総合調整
例：少子化対策 など

（２）省庁の縦割り打破、新しい政策課題や隙間事案への対応
例：こどもの意見反映の仕組み、幼児期までのこどもの育ち指針、こどもの居場所、日本版DBSの創設など

（３）保健・福祉分野を中心とする事業の実施
例：保育、母子保健、社会的養育、こどもの貧困対策、こどもの自殺対策、虐待防止対策、障害児支援など

（１）こどもや子育て中の方々の視点に立った政策立案

（２）地方自治体との連携強化

（３）様々な民間団体とのネットワークの強化

こども家庭庁の
基本姿勢



こども基本法
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○ 年齢や発達の程度に応じた、こどもの意見表明機会の確
保（第３条第３号）

○ 年齢及び発達の程度に応じ、こどもの意見が尊重され、
こどもの最善の利益の優先考慮（第３条第４号）

○ こども施策*の策定等に当たってこどもの意見反映に係
る措置を講ずることを国や地方公共団体**に対し義務付
け（第11条）

→ 国・地方自治体において、こども施策の策定等に
当たっては、こども・若者の意見を聴き、こどもの
最善の利益を優先しながら施策に反映しなければ
ならない。

こども基本法

* 「こども施策」は、「こどもに関する施策」と「一体的に講ずべ
き施策」 からなり、こどもの健やかな成長に対する支援等を
主たる目的とする施策に加え、教育施策、雇用施策、医療施策
など幅広い施策が含まれる。

** 「地方公共団体」とは、地方自治法に基づく普通地方公共団
体及び特別地方公共団体を指し、議会や執行機関のほか、法
律の定めるところにより置かれる委員会（例：教育委員会）や、
法律又は条例の定めるところにより置かれる附属機関が含ま
れる.

こども基本法には、日本国憲法と
児童の権利に関する条約の精神が
活かされている。



こども大綱の閣議決定

<こども施策に関する基本的な方針>

・ こども・若者が権利の主体であることを明示
・ こどもや若者等の意見を聴きながらこども施策を「ともに進
めていく」とする

＜こども施策を推進するために必要な事項＞

・ 「こども・若者の社会参画・意見反映」を重要事項と規定
・ こども・若者とともに社会をつくるという認識の下、意見表明
の機会づくりや意見形成支援をおこない、実効性のある社会参
画・意見反映を進めていく必要性を明示

「こどもまんなか社会」の実現に向けた数値目標として、「こども
政策に関して自身の意見が聴いてもらえている」と思うこども・

若者の割合を明記。（20.3％→70％）
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こども大綱とこども・若者の意見反映

すべてのこども・若者が、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態で生活を送ることができる社会

こども大綱が目指す『こどもまんなか社会』

令和5年12月22日 こども政策推進会議
岸田総理発言（抜粋）

「こども大綱」においては、

・ こども・若者の視点に立って、社会が保護すべきとこ

ろは保護しつつ、こども・若者を「権利の主体」として、そ

の意見表明と自己決定を年齢や発達段階に応じて尊重

し、こども・若者の最善の利益を第一に考えること、

・ また、子育て当事者のニーズに応じて、社会全体で柔

軟に支えていくこと、

など、こども政策を進めていくための基本的方針をお示

ししました。

こども政策の推進にあたっては、制度の拡充ばかりで

なく、その意義や目指す姿を国民一人ひとりにわかりや

すいメッセージで伝えるとともに、施策が社会や職場で

活用されこども・子育て世帯にしっかりと届くことが何

よりも大切です。社会全体でこども・子育て世帯を応援

する機運を高めるべく、社会の意識改革にも取り組んで

まいります。

都道府県は、こども大綱を勘案して都道府県こども計画を作
成すること、また、市町村は、こども大綱と都道府県こども計画
を勘案して、市町村こども計画を策定することが、こども基本法
第10条において努力義務とされている。

こども大綱と自治体こども計画
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こども・若者の意見を聴き

その意見を政策に反映するとは・・・？



こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？

自治体首長・地方議会議長宛て大臣書簡
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各地方公共団体において、こども基本法に基
づき、こどもや若者、子育て当事者等の意見を
聴き、政策に反映させる取組を積極的に進め
ていただくため、令和5年11月17日に、地方
公共団体の首長及び地方議会の議長宛てに、
加藤鮎子大臣から書簡を発出。

【ポイント】
➢ こども・若者等が本音で意見を言える場を
つくり、その声を施策に反映することが大
切であること

➢ 国はもとより、こども施策の実施に中心的
な役割を担う地方公共団体において、しっ
かり取組が進められることが重要であるこ
と

併せて、こども家庭庁長官からの通知（次頁）
も発出。



こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？

自治体首長宛てこども家庭庁長官通知
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加藤大臣書簡と併せて、こども基本法の趣旨を

改めて周知するとともに、こども・若者、子育て当

事者等の意見をこども施策に反映させるための

国における取組を周知し、地方公共団体における

取組を推進できるようこども家庭庁長官名で、各

都道府県知事及び指定都市市長宛に通知を発出。

（域内市区町村への周知も依頼。）

【通知内容】

➢ こども・若者の意見の政策への反映に関する意

義や取組のポイント

➢ 先進的な取組を行っている16の地方公共団体

の取組

➢ 「こども若者★いけんぷらす」における取組

➢ こども大綱の策定に向けて、「こども若者★いけ

んぷらす」を活用するなどして、こども・若者、子

育て当事者等から意見を聴いた取組



こどもや若者の意見を聴くことで、

① こどもや若者の状況やニーズをより的確に
踏まえることができ、施策がより実効性の
あるものになる。

② こども・若者にとって、自らの意見が十分
に聴かれ、自分たちの声によって自らの生
活や社会に何らかの影響を与える、変化を
もたらす経験は、自己肯定感や自己有用感、
社会の一員としての主体性を高めることに
つながる。

こうした取組を社会に広く発信することで、こ
ども・若者に意見を聴く意義や重要性への理解
が広がる。

こども・若者の意見反映の意義

⚫ こどもや若者は、保護者や社会の支えを受けながら、自立した個人として自己を確立していく意見表明と自己
決定の主体、いわば権利の主体。

⚫ こどもや若者を「将来を担う」というだけの存在ではなく、「いまを生きる市民」として捉え、その意見を聴

きながらともに社会を創るパートナーなのだという意識をもつ。

• 意見をすぐに表明できるこども・若者ばかりではない。
家庭や学校、地域で日常的に意見を言い合える機会や、
幼少期から意見を聴いてもらえる環境が重要。

• 「意見や気持ちを言っていい、表現していい」という
啓発や雰囲気づくり、自身の権利について学ぶ機会が
求められる。

意見形成支援と意見を聴く文化の醸成

「意見」とは

こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？

こども・若者の意見を聴くということ

• 児童の権利に関する条約は、第12条で、「意見を聴かれ
る権利」を定めているが、その「意見」は、原文（英語）では
「view(s)」。

• 言語化された意見のみならず、遊びや身振り、絵を含む
非言語のコミュニケーション形態への認識と尊重が必要

（意見を聴かれる権利に関する児童の権利委員会一般的意見第 12 号）



こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？

こども施策に対する意見反映はこども家庭庁だけが行うものではありません

「こども施策」は、「こどもに関する施策」と「一体的に講ずべき施策」 からなり、こどもの健や
かな成長に対する支援等を主たる目的とする施策に加え、教育施策、雇用施策、医療施策な
ど幅広い施策が含まれる。

例えば・・・
• 中高生が行きやすい勉強したり何もしなくても過ごせる場所がほしい
• 学校のタブレットがICT教室に保管されてしまっていて、全然使えない
• いつも遊びに行く自然教室がある山の中に道路が作られ自然が破壊されてしまう
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困難を抱えたこどもを含むあらゆるすべてのこどもたちは、自身に関連する、あるいはこど
もに関わるすべてのことがらの当事者です。

こどもたちは当事者として、意見を聴かれる権利があります。
こどもたちは、年齢や能力にふさわしい形で自分の意見を表明することができます。

大人は、こどもに関わりのあることについて、わかりやすく情報を伝え、意見を聴き、その
意見を尊重することが求められます。大人側が、こどもの意見を聴くためのスキルや知識
を身に付けていくことが重要です。



事前準備
┗こどもや若者がテーマを設定する機会、事前の情報提供や学習
機会を確保。

意見聴取
┗様々な手法や機会を組み合わせて聴取。聴く側の姿勢や体制を
整備し、こどもが安心・安全に意見表明できる環境を確保。

意見反映
┗こどもや若者の意見聴取を政策決定プロセスに組み込み、
聴いた意見を重要な情報として扱い、正当に考慮。
こどもの最善の利益を実現する観点で検討・判断。

フィードバック
┗意見がどのように扱われ、どのような結果となったのかを
分かりやすく伝えるとともに、そのプロセスを社会全体に発信。

こどもの意見の政策への反映まで（全体像）

• こどもや若者の意見は正当に考慮され、その反映は、政策の目的、こども・若者の年齢や発達段
階等を踏まえ、こどもの最善の利益を実現する観点から判断される。

• 反映までのプロセスをこどもや若者に分かりやすくフィードバックすることが重要。

正当な考慮と反映

こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？

こども・若者の意見の反映



取組のステップとポイント

⚫ 十分な情報提供や学習機会

テーマについての分かりやすい情報を事前
に提供し、意見の表明を支援。

⚫ こども・若者によるテーマ設定

大人が設定するテーマだけでなく、こども
や若者が意見を伝えたいテーマを決める。

意見を聴く前に 意見を聴くときに

⚫ 多様な参画機会
公募、学校等との連携、
生活の場や活動の場で
の意見交換等、様々な
機会・参加方法を活用
する。

⚫ 意見を言いやすい環境
安心・安全の確保、グ
ループ作りの工夫、どの
ような意見も受容される
雰囲気、ファシリテー
ター等意見を引き出す人
材の確保。

⚫ 様々な手法の選択肢
対面やオンラインでの意
見交換、アンケート、SNS
の活用、審議会委員への
こども・若者の登用等。

⚫ 声をあげにくいこども・若
者
公募等では声をあげにくい
こども・若者や乳幼児の声
を聴くための、状況や特性
に合わせた工夫や配慮。

⚫ こども・若者の最善の利益

政策の目的、こども・若者の年齢や発達段階、実現可
能性、予算や人員などの制約も考慮しつつ、こども・
若者の最善の利益の観点で反映を判断する。

⚫ 分かりやすいフィードバック

意見がどのように検討され、反映されたか、
反映されなかった場合はその理由等を分か
りやすく伝える。

⚫ 振り返り

意見を表明したこども・若者自身や聴く
側・ファシリテーターの振り返りの結果を、
意見反映の取組の改善に活かす。

⚫ 社会全体の発信
意見反映のサイクルを社会全体に発信し、
こどもの意見を聴く機運を高める。

結果のフィードバック

政策への反映

こどもの意見の政策への反映まで
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こども・若者の意見を聴き、その意見を政策に反映する…とは？



こどもの安心・安全を守った取組を

取組のステップとポイント
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意見聴取

政策への反映フィードバック

テーマ設定と事前の準備
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国の取組の紹介
～こども若者★いけんぷらす～



こども政策の決定過程におけるこども・若者の意見反映を実践・推進するため、

こども家庭庁や各省庁がこども施策を進める際に、こども・若者から意見を聴くための仕組み。

【ポイント】

○ こども家庭庁において、小学校１年生から20代までのこども・若者を「ぷらすメンバー」として公募

○ 対面・オンライン・チャット・アンケート等の方法を複数組み合わせて、こども家庭庁各課・各省庁がこども・若者か
ら意見を聴取（意見聴取の場＝「いけんひろば」）

→聴いた意見は委託事業者が集約・分析して、こども家庭庁各課・各省庁に結果を報告

○ こども・若者が事業運営に参画する機会を確保し、各府省側が聴きたいテーマだけでなく、こども・若者が意見
を伝えたいテーマについても意見聴取を実施

○ 聴取した意見は、こども家庭庁・各府省庁の政策等に反映。反映できない場合も、こども・若者にフィードバック

○ ぷらすメンバーを対象とした意見聴取だけではなく、こども・若者の生活や活動の場に出向くなどして意見聴取

【事業の目的・狙い】

〇こども・若者にとって：

政策に対して意見を伝えて、政策を決めるプロセス（過程）に主体的に参画する機会・場を得る

〇政府にとって：

こども・若者意見を広く聴いて、制度や政策に反映し、制度や政策をより良くする

〇社会全体にとって

この取組を広く発信することで、こども・若者の意見を聴くことの大切さについての理解をひろげる

こども若者★いけんぷらすの概要

こども若者★いけんぷらす（こども・若者意見反映推進事業）について
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しくみ（イメージ）

こどもや若者のみなさんがこども政策に関する
情報を知ることができる（メルマガ、SNS等）

いけんひろば
（意見を伝える場）

みなさんの意見を聴きたい省庁からのテーマ／
こども・若者のみなさんからのテーマ

こども・若者の活動や生活の場に
こども家庭庁職員が出向いて意見を聴く
例：児童養護施設、フリースクール、
児童館、子ども食堂

運営事務局

登録

こども・若者

こども家庭庁
委託業者

さまざまな参加方法

アンケート
/投票等

対面
意見交換

オンライン
意見交換

SNS
意見交換

ぷらすメンバー

関係省庁

こども家庭庁や関係府省の大人の会議（審議会など）
の資料にするなどしながら、政策に反映する。

政策への反映

意見

結果
報告

参加

こども・若者の
みなさんが事業
の企画や広報な
どの運営に参画
する。

・ファシリテーターが、
こどもや若者のみなさん
の意見表明のサポート

・聴いた意見の活用の
プロセスや結果を
こどもや若者のみなさん
にフィードバック

・わかりやすい資料を
使った事前の情報提供

事業への意見・提案テーマの提案

ファシリ
テーター

サポート

みんなのパートナー
ぽんぱー

こども若者★いけんぷらすの仕組み

こども若者★いけんぷらす（こども・若者意見反映推進事業）について
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意見を聴く前

意見を聴くとき

政策への反映

結果の
フィードバック

・テーマについての事前説明会を行う。

・当日の質問項目を事前説明会のときに提供することで、事前に意見を形
成する時間を設ける。

・事前説明資料は対象年齢にあわせて作成。特に小学生低学年から参加す
るいけんひろばは、対象年代によって事前説明を分けるなど工夫。（参考１）

【対面・オンライン】

・グランドルールを設定し、参加者で確認をしてから意見交換
を行う。

・グループは年代の近い３～６人で構成し、意見を言いやすい
環境を確保。

・板書を担当する人をおいて、意見をその場で見えるようにす
る。

・振り返りの時間を設け、他のグループと意見の共有を行う。

・対外的にいけんひろばの様子を報告し、社会全体に発信。
・出てきた意見がこども若者にとって見やすくなるよう集約するとともに、どの
年代、班から発言があったのか、分かるようにした。

・参加したこどもがフィードバック資料を見て、自身の意見や参加したときに発
言されていた意見が載っていることが分かるようにした
・いけんひろばの時にでたこどもや若者の意見と反映したものだけを載せるの
ではなく、反映までの過程を入れるようにした。

メンバーへの募集

意見聴取のサイクル いけんぷらすの流れ 実施の際の留意点・工夫

参加者決定

事前説明

事後アンケート・解散

事務連絡・閉会

班内感想/振り返り

議論＆休憩

自己紹介/アイスブレイク

今日の流れや
ルールの説明

開会

いけんのまとめ

報告資料

フィードバック資料
（参考２）

・原則発言通りに意見を書き起こし、担当省庁に出た意見をすべて伝える。

【アンケート】
・小学生でもわかるよう、
なるべく簡単なことばでア
ンケートを作成。

いけんひろば（対面）
の流れ例

【チャット】
・原則としていつでも意見交換ができるよう
にしつつ、コアタイムを設定し、集中して議論
ができる時間を確保。

（※）すべての手法で意見の撤回の機会を設けている

いけんひろば実施時の主な流れと留意点



事前説明資料（参考１）



11月10日開催の『「いま、そして、これからの環境問題や社会について思うこと」について』の事前説明資料より

当日のスケ
ジュールにつ
いて前もって
参加者に伝え
るようにして
います。

小学生用と中学生以上用
で資料は分けるようにし、
小学生用には、平易な言
葉を使うことやフリガナ
をふるようにします。

議論の前に、
アイスブレイク
を行い、意見
を言いやすい
雰囲気づくり
を行います。



11月10日開催の『「いま、そして、これからの環境問題や社会について思うこと」について』の事前説明資料より

難しい熟語や語句につい
ても、平易な言葉で表す
ようにします。

イラストを使っ
て、親しみの持
てる資料としま
す。



11月10日開催の『「いま、そして、これからの環境問題や社会について思うこと」について』の事前説明資料より

質問内容について、事前
に参加者に伝えるように
します。



フィードバック資料（参考２）



こども・若者の意見がここに反映されました。
だけでなく、政府側としてこのように解釈
しましたがあると良い。

出てきた意見１
つ１つについて
でなく、カテゴ
リ単位で反映し
たかどうかを記
す。

イラスト等を挿
入して親しみや
すく

7月31日開催の『あなたが思う「居場所」は？』のFB資料より



10月9日開催の「こども向けホームページについて」のFB資料より 反映したこと、これから対応
したいことを分かりやすく区
別

反映できない
場合は、反映
できない理由
を明記。



こども若者★いけんぷらす テーマ一覧

テーマ 手法 対象年代 開催時期 担当省庁
こどもの居場所づくりに関する指針に向けた意見聴
取

対面 全年代 令和５年７月（済） こども家庭庁

令和４年改正児童福祉法の改正事項へのアンケート、
一時保護所のルール等について

アンケート
小学４年生～

高校生
令和５年７月～８月（済） こども家庭庁

若者と食の今後について考える！ 対面/オンライン
中学生～
高校生

令和５年８月（済） 農林水産省

幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なヴィジョ
ン（仮称）

アンケート 全年代 令和５年８月（済） こども家庭庁

農林水産業・行政に関する効果的な消費者等への情
報発信について

対面
中学生～
高校生

令和５年８月（済） 農林水産省

いじめや不登校など学校に関する悩み事について アンケート
小学生～
高校生

令和５年８月～９月（済）
こども家庭庁/
文部科学省

生きづらさ、自殺したいという気持ちを抱える人に
必要な支援について

対面 高校生以上 令和５年９月（済） こども家庭庁

こども家庭庁予算について オンライン 全年代 令和５年９月（済） こども家庭庁

こども・若者の海に対する意識について アンケート 全年代 令和５年９月～10月（済） 国土交通省

こども向けホームページについて 対面
小学生～
中学生

令和５年10月（済） こども家庭庁

食育について 対面/アンケート
小学５年生～

高校生
令和５年10月（済） 農林水産省

こども大綱
対面/オンライン/チャッ
ト/アンケート/出向く型

全年代 令和５年10月（済） こども家庭庁
26
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テーマ 手法 対象年代 開催時期 担当省庁

休日の部活動の地域クラブ活動への移行等に伴う新た
な活動内容について

対面 中学生 令和5年10月（済） スポーツ庁

こども・若者による環境問題に対する課題意識等につ
いて

オンライン/アンケート 小学生～大学生 令和5年10月～11月（済） 環境省

こども基本法教材コンテンツについて 対面/オンライン 小学生～中学生 令和5年11月（済） こども家庭庁

サイバー事案の被害に遭わないためには アンケート 小学３年生以上 令和5年11月（済） 警察庁

子育てを社会全体で支える雰囲気づくりについて アンケート 全年代 令和5年11月～12月（済） 経済産業省

こども・若者向けの人権相談体制の在り方について アンケート 全年代 令和5年11月～12月（済） 法務省

痴漢撲滅の社会的気運を醸成するための広報の在り方
について

アンケート 中学生以上 令和5年12月（済） 警察庁

ヤミ金融の被害事例及び対策について 対面/オンライン 高校2年生以上 令和5年12月（済） 金融庁

若者と地域の関係について オンライン 18歳以上 令和5年12月（済） 経済産業省

こども若者★いけんぷらす広報物について 対面 全年代 令和６年１月 こども家庭庁

女子中高校生の理工系進学を阻害する要因について
アンケート
（予定）

大学生
（予定）

令和６年１月－２月 内閣府

小学生向け金融経済教育教材に関して若者から意見を
聴取する手法について

対面/オンライン
（予定）

小学生
（予定）

令和６年２月 金融庁

日常生活における法的なものの考え方との関わり
アンケート
（予定）

16歳以上
（予定）

令和６年１月ー２月 法務省

「食品の安全」というテーマに大学生が興味を持って
もらうためのアプローチ方法と手法について

対面/オンライン/チャッ
ト/アンケート（予定）

大学生
（予定）

未定 消費者庁

※ 上記については、令和５年１１月１６日時点のもの。

※ 上記の各府省庁から提案のあったテーマ以外にも、ぷらすメンバーの選んだテーマについても開催できるよう検討中。

※ テーマについては、こども・若者に送付する際に、こども・若者にとって参加したいと思ってもらえるような名称にしています。
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自治体の取組事例
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事例パターン①自治体のこども計画づくりに活かす

＜募集チラシ抜粋＞※山梨県作成

＜当日の様子＞

こども・
若者の声を

聴く

声をもとに
アンケート

作成

計画づくり
に反映

◆こども基本法で努力義務になっている「こども計画」づくりをこれから行う自治体



事例パターン②自治体の施策に活かす

世田谷区の取組（アンケート調査やこども・若者が参加する会議を実施する）

◆こどもを取り巻くさまざまな環境についてこどもの声を聴く
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事例パターン③こども・若者の身近な場所の運営に活かす

宮城県石巻市の取組（児童館でこどもの声を聴く、運営に参画する）

◆意見を聴くのは必ずしも自治体の条例や施策だけに限らない

➢ こども・若者が普段過ごす場所をもっと魅力的な場所にするには？など
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自治体 取組の概要 取組の詳細

１ ニセコ町 （北海道） こども視点でのまちづくりとこどもたちの参加を目的に「小学生・中 学
生まちづくり委員会」「子ども議会」を設置し、こどもの意見反映に取り
組んでいる。

20230324_councils_ikenh
anei_process_houkokusho
_08.pdf (cfa.go.jp)

２ 石巻市 （宮城県） 石巻市子どもセンターらいつでは、「子どもセンター運営会議」に定 期
的にこどもが参加して児童館の運営にこどもの意見を反映している。ま
た、「子どもまちづくりクラブ」「まきトーーーク」「子ども会議」などのこども
参加事業があり、指定管理者の選定においても子ども委員を設置し
こどもの意見を反映している。

20230324_councils_ikenh
anei_process_houkokusho
_08.pdf (cfa.go.jp)

３ 遊佐町 （山形県） 中高生が有権者となり、選挙で少年町長及び少年議員を選出する
ほか、少年議会において、独自予算（45 万円）で政策を立案、実
現させ ている。

20230324_councils_ikenh
anei_process_houkokusho
_08.pdf (cfa.go.jp)

４ 千葉市 （千葉県） こどもが模擬的なまちを企画・運営する「こどものまち CBT」、市政やま
ちづくりに反映することを目指して開催する「こども・若者の力ワーク
ショップ」、こども・若者がよりよいまちづくりのために活動する「こども・若
者市役所」や、それらの活動成果を発表する場である 「こども・若者
フォーラム」など、幅広い年齢、参画レベルで取組を 実施している。

20230324_councils_ikenh
anei_process_houkokusho
_08.pdf (cfa.go.jp)

５ 豊島区 （東京都） 「豊島こども大学」「利用者会議」「スキップ子ども会議」など、こど もの
社会参加を促すための場づくりが進んでいる。また、「としまこ ども会
議」では、区職員がファシリテーターを務めて検討の助言をするなど、
提案された意見の反映を目指している。

20230324_councils_ikenh
anei_process_houkokusho
_08.pdf (cfa.go.jp)

自治体取組事例一覧

令和4年度『こども政策決定過程におけるこどもの意見反映プロセスの
在り方に関する調査研究』で調査した国内事例の取組概要と
それぞれの取組詳細へのリンクは下記の通り。

こちらから
昨年の調査研究
資料をご覧くだ

さい！

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=11
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=11
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=11
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=18
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=18
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=18
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=25
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=25
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=25
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=31
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=31
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=31
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=44
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=44
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=44


自治体 取組の概要 取組の詳細

６ 世田谷区 （東京都） 区長の附属機関である「子ども・青少年協議会」（区民、区議会
議員、 学識経験者、関係行政庁職員、および専門委員）を通
じて、区政へのこども・若者の声を反映している。具体的には、ユー
スミーティング世田谷で青少年から意見を聴取し、ユースミーティン
グ世田谷委員が子ども・青少年協議会小委員会に参加すること
により、検討内容をフィードバックしている。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

７ 町田市 （東京都） 職員と共に市政を考える若者グループ「町田創造プロジェクト
（MSP）」 や、子どもセンター利用者が市長と語り合う「若者が市
長と語る会」、 子どもセンターを利用する子ども達が館内のルール
やイベントを検討する「子ども委員会」、市民と有識者で構成する
評価人チームが市の事業を評価する「市民参加型事業評価」など、
幅広い年齢、参画レ ベルで取り組みを実施。「市民参加型事業
評価」では、高校生の評価人が、市の全事業から評価対象事業
を選定するとともに、有識者や市民評価人と一緒に事業を評価し
ている。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

８ 立川市 （東京都） 夢育て・たちかわ子ども 21 プラン推進会議こども委員、子ども委
員会（子ども 21 プランの推進にこどもが参画）、こどもとおとなの
はなしあい in 市議会議場（こどもの「やりたい」を提案してもらい、
おとなと話し合って、お金を出して実現）等の取組を実施している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

９ 八王子市 （東京都） 名称や内容を改善しながら、20 年以上に渡り、継続的にこどもが
まちづくりについて考え、発言する場を創出している（現在の名称
は「子ども☆ミライ会議」）。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

10 川崎市 （神奈川県） こども主体の「子ども会議」、大人とこどもで構成される「学校教育
推進会議」「子ども運営会議」など、市政等へのこどもの意見反映
を 目指し、意見表明をする場の整備が進んでいる。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=50
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=50
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=50
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=60
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=60
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/591991ee-cbd3-4794-9a11-d9dfceb6e8f2/8a072004/20230324_councils_ikenhanei_process_houkokusho_08.pdf#page=60
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自治体 取組の概要 取組の詳細

11 新城市 （愛知県） 市長の附属機関である「若者議会」が年間上限 1,000万円の
予算で政策を企画、市議会承認を経て政策を実現している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

12 名古屋市 （愛知県） こどもの社会参画のよりどころとなる指針を策定するとともに、名古
屋市子どもの権利相談室「なごもっか」にてこどもの権利の回復を
図る取組を実施している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

13 奈良市 （奈良県） 「奈良市子ども会議」は、テーマ検討段階から関係各課を巻き込
むこ とで、関係各課が反映にコミットする体制に特徴がある。また、
奈良市生涯学習財団と連携し、「もっともっとおもしろい奈良をつく
る 100 人会議」「子ども奈良 CITY」等のこどもの社会参画も推
進している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

14 尼崎市 （兵庫県） 若者・市民の交流の場として「尼崎市立ユース交流センター」を運
営し、様々な体験プログラムを運営するとともに、ユースカウンシル
事業として若者が自ら若者の課題や解決方策を考える「Up to 
You!」プログラムを展開している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

15 東京都 こどもシンポジウム「ティーンズ・アクション TOKYO」を開催し、子 ど
も・子育て支援施策等に対する意見聴取に取り組んでいる。
2021 年度には東京都こども基本条例を施行し、こどもの意見を
都政へ反映する取組を一層強化した。2021 年度以降、「子供・
子育て支援総合計画 の中間見直しに向けた「子供の意見を聴
く」取組」、「東京都こどもホ ームページ作成に向けた意見反映」が
実施、検討されている。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)

16 滋賀県 こどもが県政に対する意見や提言をできる場づくりとして「子ども県
議会」を設置。多くの若者が県政への関心を高め、県政参加の
きっか けとすることを目的として 2017 年度から「青少年広報レン
ジャー」 の活動を実施している。

20230324_councils_iken
hanei_process_houkokus
ho_08.pdf (cfa.go.jp)
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こども家庭庁による自治体の取組支援
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こども・若者意見反映サポート事業

こども家庭庁による自治体の取組支援

地方公共団体（都道府県、市区町村）国（こども家庭庁）

２．事業スキーム

こども基本法では、こども施策の策定等に当たってこども等の意見の反映に係る措置を講ずることを、地方公共団体に対しても義
務付けています。
こども・若者からの意見聴取の場においては、こども・若者の意見を引き出すファシリテーターを活用するなどして、こども・若者が
安心して意見を表明することができる場をつくることが重要である一方で 、地方公共団体からは、そうしたファシリテーターを確保
できないとの御意見が寄せられています。こうした状況を踏まえ、希望する地方公共団体に対し、意見聴取の場づくりを始めとする
一連の意見反映プロセスについての相談応対や意見を聴く場へのファシリテーター等の派遣などを行うことで、 地方公共団体にお
ける意見反映の取組を推進します。

意見聴取に必要な一連の準備
（資料作成・事前説明・場づくり）

サポート自治体の決定*

ファシリテーターの派遣/こども家庭庁職員による解説・説明会等

事例の公表/他自治体への周知

サポートの依頼

意見聴取の場の実施

意見反映プロセスについて説明・相談

意見聴取の場づくりや一連のプロセスに係る事前の相談対応

意見反映の検討

他自治体から
の視察受入**

一連の取組について報告

意見聴取実施を踏まえた事後的な情報交換・情報共有

意見反映プロセス

１．目的・概要

*実施可否は依頼内容を踏まえて、決定いたします。 **派遣先自治体の御意向を踏まえて、調整いたします。

事前にいただいたご質問： 「こども・若者の声を聴くために
国は何か支援をしてくれるのか？」
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実践のための『行政職員向けガイドライン』

事前にいただいたご質問： 「何をどうすべきか具体的なスキームがないと取組みようがない」

こども家庭庁による自治体の取組支援

令和４年度に実施した「こども政策決定過程におけるこどもの意見反映プロセスの在り方に関する調査研究」および
令和５年度「多様なこども・若者の意見を聴く在り方及びこどもの意見反映に関する調査研究」の内容等を踏まえ、各
府省や地方公共団体の職員が、こどもの意見反映について適切に理解し、効果的に取り組むことができるよう意見聴
取の際の留意点等をまとめたガイドラインを作成中。

ガイドラインの対象と使い方 第２章
意見反映のプロセ
スと進め方

5. 事前に準備する
6. 意見を聴く
7. 意見を反映する
8. フィードバックする
9. 予算や体制

第１章
はじめに

1. なぜこども・若者の意見を聴
くのか

2. こども基本法上の「こども施
策」とは

第２章
意見反映のプロセ
スと進め方

1. こども・若者の特性に合わせ
た聴き方とは？

2. こども・若者の意見を聴く場
面や方法

3. こども・若者の意見官営プロ
セスの全体像

4. 企画する

第３章
声をあげにくいこ
ども・若者の意見反
映

1. 声をあげにくいこども・若者と
は

2. 声をあげにくいこども・若者
が参画する意義

3. 意見を聴く姿勢、工夫や手法、
配慮事項

4. 意見聴取後のフォロー

資料集

【ガイドライン目次案 （１１/２９時点）】
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